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tリト
う
ず
高
く
積
ま
れ
し
賀
状
妻
も
説
む

凧
上
げ
て
親
子
の
心
空
に
満
つ

一
病
の
あ
り
て
長
生
き
妻
の
春

な

ず

な

家
を
守
り
仏
を
守
り
て

齊

打
つ

合
す
掌
に
祈
ぎ
事
多
き
お
元
日

寒
稽
古
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
佳
度
出
来

抱
き
上
げ
て
嫌
は
れ
曽
孫
泣
き
初
め

厄
年
を
控
え
身
を
守
る
冬
ご
も
り

初
観
音
少
し
酔
ひ
た
る
女
ど
ち

紋
服
に
備
は
る
威
容
弓
始
め

慣
は
し
も
年
毎
う
す
れ
松
の
内

目
出
度
や
嗅
声
も
謡
初

肥

後

狂

句

l

フ

ク

ト

す
び
く
ね
え

巡
り
巡

っ
て

聞
く
も
涙
　
一

聞
く
も
涙
　
・

す
び
く
ね

ェ

雛
ば
か
り

巡
り
巡

っ
て

巡
り
巡

っ
て

聞
く
も
涙

す
び
く
ね
え

聞
く
も
涙

人 口

-12月 31日 現在―

9,393人 :接!!:11::l炎

|11:ィ |::顔女。・・………・………。・ 2,608

転人 21  1‖生 13

転出 23  死亡  6
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ス
カ
ウ
ト
の
目
の
光
り
出
し

今
夜
も
頼
む
王
子
酒

見
覚
え
の
あ
る
鰹
節

裁
判
官
も
人
の
親

保
護
費
増
や
し
て
や

っ
て
く
れ

キ
ヤ
デ
ィ
眈
業
し
ゅ
う
如
た
る

年
期
の
足
ら
ん
襖
張
り

不
孝
の
お
俺

ェ
す
る
不
孝

焚
斗
だ
け
着
替
え
と
る
歳
暮

里
子
は
強
う
育
ち
よ
る

実
行
さ
ん
も
足
‐―‐

ラ

喉

ェ
つ
か
ゆ
る
夜
伽
め
し
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国
鉄
高
森
線
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
″

見
事
に
咲

い
た
樹
氷
の
花

寒
気
が
強
ま
り
、
阿
蘇
山
上
で
は
あ
ざ
や
か
な
樹
水
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。

革
千
里
を
渡
る
風
は
、
身
を
切
る
よ
う
な
冷
た
さ
、
す
べ
て
の
も
の
に
霧
氷
が

張
り
つ
い
て
冬
の
造
形
美
を
誇
り
、
静
寂
の
感
を
高
め
ま
す
。

空
に
さ
し
出
さ
れ
た
枝
、
葉
も
花
も
散
り
果
て
た
裸
木
は
、
美
し
い
樹
木
の

主
役
で
す
。
枯
れ
木
の
よ
う
に
み
え
な
が
ら
、
し
た
た
か
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
生

き
て
い
ま
す
。
――
写
真
は
草
千
里
に
咲
い
た
樹
氷
の
花

野
尻
　
誓
道

野
尻
　
　
健

野
尻
　
　
決

馬
原
そ
の
女

草
村
　
鶴
代

熊
谷
起
代
女

草
村
あ
つ
代

熊
谷
　
つ
子

甲
斐
　
菊
江

恵
良
あ
や
女

野
尻
　
里
女

熊
谷
　
紫
雲

馬
原
　
馬
笑

″

岡
本
　
琴
司

――――
塚
　
南
人

″

林

　

不
忘

″

二
子
石
探
訪

林
田
　
一
声

″

詠

Ｌ
色
見
　
後
藤
　
嘉
平

〇
健
康
の
そ
の
源
を
究
む
れ
ば
司
を
な
す
は
心
な
る
ら
む

〇
大
方
の
人
は
病
に
亡
ぶ
る
を
病
魔
防
ぐ
は
健
康
に
あ
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

Ｏ
町
社
会
福
祉
協
議
会

∧
香
典
返
し
に
か
え
て
∨

〉
永
野
原
の
堤
国
雄
さ
ん
か
ら

（父
、
毎
さ
ん
ｏ
７８
歳
死
去
）

▽
菅
山
の
工
藤
俊

一
さ
ん
か
ら

（父
、
高
太
郎
さ
ん
。
７４
歳
死
去
）

▽
高
森
旭
通
り
の
海
津
典
夫
さ
ん
か
ら

（妻
、
サ
メ
さ
ん
。
６１
歳
死
去
）

▽
色
見
中
国
の
緒
方
信
明
さ
ん
か
ら

（父
、
惟
隆
さ
ん
。
８１
歳
死
去
）

▽
高
森
旭
通
り
の
白
石
宗
斉
さ
ん
か
ら

（母
、

ヨ
シ
ノ
さ
ん
。
８７
死
去
）

〉
色
見
中
国
の
安
方
慶
喜
さ
ん
か
ら

（父
、
〓
一治
さ
ん
。
７５
歳
死
去
）

○
老
人
ク
ラ
ブ
関
係

▽
高
森
旭
通
り
の
白
石
宗
斉
さ
ん
か
ら

旭
通
り
老
人
ク
ラ
ブ
ヘ
金

一
封

▽
高
森
旭
通
り
の
海
津
典
夫
さ
ん
か
ら

旭
通
り
老
人
ク
ラ
ブ
ヘ
金

一
封

▽
色
見
中
国
の
安
方
慶
喜
さ
ん
か
ら
老

人
ク
ラ
ブ

「中
西
会
」

へ
金

一
封

〇
そ
の
他
の
寄
付

〉
高
森
下
町
の
塚
本
タ
イ
ャ
か
ら
消
防

▼
暖
冬
と
い
わ
れ
な
が
ら
も
奥
阿
蘇

の
冬
は
や
は
り
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
今
月
は
五
十
五
年
度

一
般
会
計
の

決
算
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
図
表
を
使

っ
て
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

が
納
め
た
税
金
や
国
か
ら
い
た
だ
い
た

地
方
交
付
税
が
ど
の
く
ら
い
か
、
町
の

台
所
を
知

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
▼
共
同
募
金
の
実
績
を
六
ペ
ー

ジ
に
載
せ
ま
し
た
が
、
ス
ペ
ー
ス
の
都

合
で
寄
付
者
の
お
名
前
は
掲
載
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
，
深
く
お
詑
び
申
し
上
げ

ま
す
。
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２
月
＝
日
　
寺
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医
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０
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-11 防災の決意新たに (消防出ぞめ式)… ………
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昭
和
五
十
″
年
度
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、
町
議
会
で
そ
の
内
容
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
は
町
政
の
青
写
真
で
、
町
政
を
進
め
て
い
く
収
支
計
画
で
す
が
、
決
算
は

一
年
間
ど
の
よ
う
な
町
づ
く
り
を

し
て
来
た
か
の
記
録
で
あ
り
、
実
績
に
も
と
づ
い
て
作
成
さ
れ
る
確
定
し
た
計
数
表
で
す
。

国
か
ら
の
地
方
交
付
税
や
、
国
、
県
の
補
助
金
を
い
く
い
も
ら

つ
た
か
。
ま
た
、
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
、
ど

の
く
ら
い
税
金
を
収
め
て
も
ら
い
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
。
町
の
財
政
の
状
況
に
つ
い
て
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

新
規
事
業
控
え
基
礎
づ
く
り

昭
和
圧
―
五
年
度
の

一
般
会
計
決
算

額
は
、
歳
人
．
―
籠
六
千
四
百

三
Ｉ
Ｌ

万
四
千
円
、
歳
出
ニ
ー
は
二
百
ｉ
ｌ
八

万

一
千
円
で
、
″
―
四
年
度
に
比
べ
て

歳
人
が
１

・
Ｌ
絆
減
、
政
出
も
同
様
に

．

・
九
絆
の
減
と
財
政
規
模
は
縮
小
―
・

十
月
二
十
七
日
　
快
晴
　
午
前
九
時

灘
江
飯
店
を
出
発
。
芦
笛
岩
に
向
う
。

桂
林
の
景
色
の
特
徴
は
山
、
水
、
そ
し

て
い
ま
す
。

こ
の
大
き
な
原
因
は
庁
台

改
築
、
学
校
改
築
な
ど
に
―ｌｌｉ
え
て
の
財

源
調
性
を
考
慮
し
た
た
め
で
す
。

歳
人
と
歳
出
と
の
差
引
き
は
六
千
百

ソＬ
十
九
万
‥
千
円
で
す
が
、
だ
―
圧
年

度
の
末
完
了
の
Ｉ
業
費

一
千
万
円
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
実
質
収
支
額
は

五
千
百
ノＬ
‐
九
万
ｉ
千
円
の
黒
字
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

収
人
の
三
分
の

一
近
く
を
占
め
る
地

方
交
―ヽ―
税
は
、
国
税

（所
得
税
、
法
人

税
お
よ
び
酒
税
）
の

一
部
を
地
方
公
共

団
体
の
財
源
と
し
て
、
毎
年
交
付
さ
れ

る
も
の
で
、
地
方
団
体
の
財
‐り‐‐‐
を
保
障

し
行
政
の
計
画
的
運
営
と
、
地
域
格
差

を
な
く
し
、
地
方
ｌｊｌ
体
の
独
立
性
を
強

化
す
る
も
の
で
す
。

国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
は
、

‐―――
や

財政決算報告

地方譲与税
4,633万 (2.3%) その他1億3,150万 円

(6.3%)

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
原
稿
で
編
集
す
る
ベ
ー
ジ
で

す
。
身
近
か
な
話
題
や
、
で
き
ご
と
、

提
言
な
ど
を
お
待
ち
し
ま
す
。
原
稿
の

あ
て
先
は
役
場
総
務
課
広
報
係
。
住
所

氏
名
、
年
齢
、
職
業
を
お
書
き
く
だ
さ

い
。
紙
上
だ
け
匿
名
扱
い
で
き
ま
す
。

ま
た

「
わ
が
家
の
王
様
」
に
登
場
さ

せ
た
い
方
な
ど
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

て
洞
窟
が

一
体
と
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ

に
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
山
に
は
空
洞
が

で
き
て
い
る
が
、
こ
の
声
笛
岩
は
そ
の

代
表
に
挙
げ
ら
れ
て
い

る
鏡
乳
洞
で
あ
る
。　
一

九
六
六
年
四
月

一
日
、

杜
林
市
人
民
委
員
会
に

よ
っ
て
重
要
文
物
の
指

定
を
受
け
て
い
る
が
、

一
歩
洞
内
に
入
れ
ば
そ

の
規
模
の
大
き
さ
、
神

秘
的
な
美
し
さ
に
日
も

心
も
奪
わ
れ
幻
想
の
世

界
に
ひ
き
こ
ま
れ
て
し

ま
う
。

年
後
は
桂
林
市
の
北

況
工
八

一
Э

一

く

入・歳

に
そ
び
え
る
奇
峰
畳
練
山
に
登
り
、
さ

ら
に
千
仏
洞
を
見
る
。
四
百
数
十
段
の

石
段
を
登
っ
た
頂
上
か
ら
の
眺
望
は
、

こ
れ
ま
た
絶
佳
で
あ
る
。
こ
の
景
色
を

陳
長
生
は
次
の
よ
う
な
詩
を
賦
し
洞
茄

の
岩
壁
に
刻
ん
で
い
る
。

奇
右
嵯
峨
す
古
き
渡
頭
、
些
一一［洲
の
紅

葉
桂
林
の
秋
、
洞
中
穿
過
ぎ
て
高
楼

よ
り
単
め
ば
、
人
は
荊
関
の
画
の
中

に
遊
ぶ

荊
関
と
は
有
名
な
山
水
画
家
、
荊
浩

と
関
同
の
二
人
を
指
し
た
も

の

と

い

う
ｃ
午
後
八
時
五
分
、
私
た

ち
の
一
団
と
米
人
観
光
団
を

乗
せ
た
中
国
民
航
チ
ャ
ー
タ

ー
機
は
夜
の
空
を
広
州
に
向

っ
て
飛
び
立

っ
た
。

広
州
の
ホ
テ
ル
は
、
空
港

か
ら
バ
ス
で
約
四
十
分
、
市

街
地
を
遠
く
南
に
隔
れ
た
南

測
の
ほ
と
り
に
建
て
ら
れ
た
近
代
設
備

を
誇
る
ホ
テ
ル
で
、
さ
ら
に
拡
張
工
事

が
昼
夜
兼
行
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
広
州
は
広
東
省
の
首
都
で
あ

り
、
珠
江
デ
ル
タ
に
開
け
た
五
十
四
万

平
方
キ
ロ、
人
口
二
百
八
十
万

人

、　
政

治
、
経
済
、
文
化
、
貿
易
の
中
心
地
で

あ
る
。
温
暖
な
気
候
の
た
め
、
農
作
物

は
年
間
二
回
な
い
し
三
回
収

穫

で
き

る
。広

州
の
存
在
は
、
近
代
化
路
線
を
進

め
る
中
で
、
ま
す
ま
す
重
要

性

を

高

め
、
国
際
化
の
色
彩
を
濃
く
し
つ
つ
あ

る
。
ま
た
世
界
中
に
散
在
す
る
華
僑
五

千
万
人
の
中
、
三
千
万
人
が
広
東
省
出

身
者
で
、
こ
の
地
区
の
経
済
に
大
い
に

さ
る
十
二
月
二
十
二
日
は
突
然
の
　

一
家
力
を
合
わ
せ
て
復
興
に
が
ん
ば

繰越金5

横

lll」

・

内

田

秀

ヨ巨
魔入

孫文の中山記念堂

●   0
〈ド

‐
〉

県
が
負
担
金
や
補
助
金
の
名
目
で
地
方

団
体
に
対
し
、
特
定
の
財
源
と
し
て
交

付
す
る
も
の
で
、
国
か
ら
二
億

一
千
百

二
十
万
円
、
県
か
ら
二
億
七
百
五
十
九

万
円
、
両
方
で
四
億

一
千
八
百
Ｌ
卜
九

万
円
で
全
体
の
二
〇

・
三
籍
を
占
め
て

し
ま
す
。

地
方
債
は
各
種
事
業
の
財
源
に
あ
て

る
た
め
の
借
金
で
、
圧
卜
五
年
度
は
二

億
六
千
五
百
八
十
万
円
を
借

り

ま

し

た
。
町
債
の
累
計
額

は
、

／１１
１
圧
年
度
水

で
二
―
二
億
九
百
だ

―
だ
万
円
に
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
を
町
民

一
人
当
た
り
で
除
し

て
み
る
と
二
ｌ
ｉ
万

六
千

１
百
六
―
六
円

に
な
り
ま
す
。

ム
な
さ
ん
か
い
納

め
て
ｔ
た
だ
い
た
税

金
は
二
億
四
千
二
百
五
―
五
万
円
で
全

体
の
一
一
。
八
沼
を
占
め
て
お
り
、
前

年
度
比

一
三
で

の
増
と
な

っ
て

い
ま

す
。
こ
れ
は
物
価
上
昇
に
伴
う
給
与
所

得
の
伸
び

（町
民
税
）
、
家
屋
の
新
増

築
が
増
え
た
こ
と

（
固
定
資
産
税
）
な

ど
が
主
な
原
因
で
す
。
ま
た
町
税
総
額

を
人
日

（
五
十
六
年
二
月
末
）
で
除
し

た
町
民

一
人
当
た
り
の
税
負
担
額
は
二

万
五
千
九
百
四
卜
六
円
に
な
り
ま
す
。

貢
献
し
て
い
る
と
い
う
。
実
に
華
僑
の

ふ
る
さ
と
で
あ
る
。

十
月
二
十
八
日
　
快
晴
　
広
州
で
の

ガ
イ
ド
は
、
中
国
国
際
旅
行
社
の
王
さ

ん
と
柳
さ
ん
の
男
性
二
人
。　
一
九

一
一

年
辛
亥
革
命
を
指
導
し
た
孫
文
の
中
山

記
念
堂
、
次
に
大
新
象
牙
工
芸
廠
、
輸

出
商
品
交
易
会
を
見
学
す
る
。
そ
の
中

で
輸
出
商
品
交
易
会

（中
国
見
本
市
）

は

一
九
五
七
年
以
来
、
毎
回
二
万
五
千

人
前
後
の
外
国
人
が
訪
れ
、
ま
さ
に
世

界
に
開
く
中
国
の
窓
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。

十
月
二
十
九
日
　
快
晴
　
い
よ
い
よ

中
国
に
別
れ
を
告
げ
る
日
で
あ
る
。
午

前
九
時
十
五
分
広
州
駅
か
ら
列
車
で
一

路
香
港
九
竜
駅
へ
。
国
境
中
国
側
の
駅

は
深
川
、
香
港
側
の
駅
は
羅
湖
。
両
出

入
国
管
理
所
、
税
関
で
の
厳
重
な
検
査

を
受
け
る
。
午
後

一
時
七
分
、
羅
湖
発

汽
車

（電
気
化
火
車
と
い
う
）
は
山
岳

丘
陵
地
帯
を
ひ
た
走
る
。

阿
片
戦
争
の
結
果
、
英
国
の
九
十
九

力
年
の
租
借
地
と
な

っ
た
こ

の
地

方

も
、
十
六
年
後
に
は
再
び
中
国
に
返
還

さ
れ
る
と
し
て
、
中
国
人
民
は
そ
の
日

を
待
ち
わ
び
て
い
る
。
資
本
主
義
社
会

か
ら
共
産
主
義
社
会

へ
、
そ
の
時
の
中

国
人
民
の
複
雑
な
気
持
ち
を
察
し
な
が

ら
、
私
た
ち
は
私
た
ち
の
日
本
の
国
柄

を
、
そ
し
て
今
日
の
生
活
を
思
う
。
共

産
国
中
国
人
民
が

一
つ
の
秩
序
統
制
の

下
に
力
を
合
せ
て
、
独
立
自
主
、
出
力

更
生
、
勤
倹
建
国
の
目
標
を
掲
げ
て
、

孜
々
と
し
て
働
き
、
営
々
と
し
て
中
国

社
会
を
築
き
あ
げ
つ
つ
あ
る
姿
に
接
す

る
と
き
、
わ
が
日
本
国
が
過
去
の
戦
争

を
通
じ
て
、
中
国
人
民
に
重
大
な
損
害

（
死
者

一
千
万
人
、
被
害
額
三
百
五
十

兆
円
以
上
と
い
わ
れ
る
）
を
与
え
た
こ

と
に
つ
い
て
の
責
任
を
深
く
反
省
す
る

と
と
も
に
、
中
国
が
友
好
の
た
め
に
戦

争
被
害
の
賠
償
を
放
棄
し
た
恩
義
に
応

え
る
た
め
に
も
、
謙
虚
な
態
度
と
親
愛

の
情
を
も

っ
て
中
国
の
人
々
に
接
し
て

ゅ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思

っ
た
。

一般会計決算額の推移
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失
火
で
当
方
に
火
災
が
発
生
し
ま
し
　

っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
方
の

た
が
、
皆
様
方
に
は
い
ち
早
く
消
火
　
ご
指
導
お
引
立
て
を
心
か
ら
お
願
い

に
駆
け
つ
け
て

い
た
だ
き
大
変

お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
お
か

げ
を
も
ち
ま
し
て
、
被
害
を
最
小
限
　
片
付
け
な
ど
の
た
め
遅
れ
ま
し
て
中

に
防

―１１
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
　
し
わ
け
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
勝
手
な
が

歳 人

歳

53年しを

出
火
の
お
詫
び
と
お
礼

車
部
　
　
宇
　
藤
　
　
　
守

155年
度特別会計決算 :|

匡

‐
‐
‐
―

歳
出
　
５
億
７
．０
３
２
万
円

崚
出

　
２
ツ
ー

カ
円

・「
上

戌入　２７３万円一」」

一
歳
人

　

２
億
１

．
１
６

１

万
円

ら
町
広
報
紙
を
お
借
り
し
て
お
礼
に

か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

国

民

健

康
　
保

険

い
た
し
ま
す
ｃ

さ

っ
そ
く
お

礼
状
を
と
存
じ

な
が
ら
、
あ
と

県支出金
2億 759万円

(10.1%)

9億 70万 円

(43

国庫支出金
2億 1,120万円

(10.2%)

(12.9%)

地方債
2億6,580万 円

歳入総額

14

14億 5,299万 円

16億 3,936万 PI

627

18資蜜、  366フ′「リ

382ソ j卜」

20億  538万 111

■

１

L

20億6,437万円

一歳
入
　
６
億
６
６
９
万
円
一



県
道

「
河
原

新
波
野
線
」

河
原

本

田

初

雄
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通
信
教
育
で
あ

な
た
も
学
習
を

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
旧
で
は
、
通
信
教
育
の
生

徒

・
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

〔高
等
学
校
普
通
科
コ
ー
ス
〕
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
放
送
を
利
用
し
て
、
働
き
な
が
ら
高

校
卒
業
の
資
格
を
と
り
た
い
方
に
―

▽
入
学
資
格
　
中
学
校
卒
業
見
込
み
、

ま
た
は
同
等
以
Ｌ
の
学
ヵ
の
あ
る
方

〉
受
付
期
間
　
３
月
１
日
１
４
月
‐５
日

〔高
等
学
校
教
養
コ
ー
ス
〕
高
等
学
校

レ
ベ
ル
の
知
識
と
教
養
を
身
に
つ
け
た

い
方
に
―
。

ｖ
受
講
資
格
　
１５
歳
以
上
の
方
な
ら
ど

な
た
で
も
。

▼
受
付
期
間
　
３
月
１
日
～
４
月
３０
日

〔社
会
通
信
講
座
〕

（
書
道

・
簿
記
な

ど
日
講
座
３５

コ
ー
ス
）
余
暇
を
利
用
し

て
趣
味
と
教
養
を
身
に
つ
け
た
い
方
に

ｖ
受
講
資
格
　
ど
な
た
で
も

〉
受
付
期
間
　
２
月
１
日
～
５
月
２０
日
　
応
募
く
だ
さ
い
ｃ

◎
詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
方
は
、

ハ
ガ
キ
に
希
望
講
座
を
記
人
の
う
え
、

お
近
く
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ま
た
は
〒

一
八
六

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
二
―
三
六
Ｎ

Ｈ
Ｋ
学
同
案
内
係

へ
、
ご
請
求
く
だ
さ

観
光
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
募
集
要
領

熊
本
県
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推

進
協
議
会
で
は
、
魅
力
あ
る
熊
本
を
全

国
に
宣
伝
し
、
多
く
の
観
光
客
を
本
県

へ
誘
致
す
る
た
め
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
を
広
く

一
般
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
す

〔内
容
〕
本
県
観
光
の
イ
メ
ー
ジ
ァ
ッ

プ
を
図
り
、
本
県
へ
の
旅
情
を
誘
う
よ

う
な
も
の
。
例
え
ば
、
栃
木
県

「
や
す

ら
ぎ
の
栃
木
路
」
、
和
歌
山
県

「
き
ら

め
く
紀
州
路
」
、
長
崎
県

「碧
い
ロ
マ

ン
長
崎
」
な
ど
。

〔締
め
切
り
〕
二
月
十
五
日

（当
日
ま

で
消
印
有
効
）

〔応
募
上
の
注
意
〕
①
自
作
未
発
表
の

も
の
②
官
製

ハ
ガ
キ
で
応
募
の
こ
と
。

一
葉
に
三
点
ま
で
記
載
で
き
ま
す
③
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
必
ず

記
載
の
こ
と
④
応
募
は

一
人
何
点
で
も

差
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

〔賞
金
〕
▽
入
選

一
点
　
十
万
円
▽
佳

〔送
り
先
〕
熊
本
市
水
前
寺
六
丁
目

一

〇
―
四
四
鞠
智
ビ
ル
内
　
熊
本
県
大
型

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
協
議
会
事
務

局
。

交
通
事
故
相
談

所
の
ご
活
用
を

県
で
は
、
県
庁

一
階
に
無
料
の
交
通

事
故
相
談
所
を
設
け
、
交
通
事
故
被
害

者
の
た
め
に
、
賠
償
額
の
算
定
方
法

・

示
談
の
す
す
め
方

・
向
賠
責
保
険
請
求

な
ど
交
通
事
故
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

〔相
談
日
〕
日
曜
日
を
除
く
。
毎
日
午

前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
。
土
解
日

は
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
。

早 良 た は な 校 域 ま 線 る
期 予 の 今 さ へ 住 し 選 県 昨
完 算 で 日 れ の 民 た 定 道 秋
成 が す ま

｀
通 の

°
に ¬

｀

の つ °
で そ 学 署 昭 つ 河 地｀

い た 同 れ 道 名 和 い |オ(城
見 た ま 事 に 路 に 四 て |の
通 こ た 業 よ を よ |・ は 新 ll

し と ま を つ兼 つ二 非 波 大
が で 今 推 て ね て 年 常 野 関
つ ｀

1可 進 町 て /1ヽ  ｀
に 線 心

い 一 特 し
｀
請 ・ 河 混

L事
た 挙 別 て 県 願 中 原 迷 の で
失 に 改 き で が 学 地 し 路 あ

主 は 思 い ¬ な 者 前 複 に 先
々 近 い L自 り の 進 雑 直

｀

歳 代 ま と 分 ま 部 に で 面 新
を 文 す い だ せ 落 は す し 路
取 明

°つけ ん 愛 な
°

ま 線
り 化 明 た が

°
は り い し ヘ

人 の 治 そ い あ 理 ま ま た の
れ 中 の の い る 解 せ そ

°
変

ま で 初 意 子 若 さ ん れ 混 更
し

｀
め 味 に い れ

°
を 迷 と

た 議
｀
は は 地 な 要 論 の い

°
会 わ 深 な 樅 け は じ 要 う

そ 制 が い れ 者 れ 地 て 因 事
れ 民 国 と な は ば 権 も は 態

事 か く が わ 11 な せ で は
業 あ つ 得 れ げ 地 い ん あ 人
に り い ら

｀
れ 権 の

°
る 民

重 ま た れ 世 ば 者 で 数 こ に
大 せ 予 ま 論

｀
の す 人 と よ

な ん 算 せ を 議 要
°の は る

影
°
の ん 取 会 望  た い 人

響 そ 返
°
れ 政 す  め う 民

を れ 上 結 ば 治 る  の ま の
及 が と 果 用 の 路  政 で た
ば 今 い は 地 理 線  治 も め
す 後 う せ の 念 を  は あ の
こ の 道 つ承 が 取  で り 政
と 町 し か 諾 失 り  き ま 治

で 区  そ か 学 も 古 堂 に 九 ん が  い 議 治 は ::

す 民 ′′の
｀
校 あ の を 宮 重

° ｀
道 と 会 理 必 ||°

の 学 中 よ や り歴 求 む 三 私 重 路 思 の 金 至 !!

ま 希 校 心 そ 鎮 ま 史 め か 山 た 視 は い 姿 を で ::

た 望 附 部 か 守 す を ま つ を ち さ 経 ま 勢 通 す ii

市 で 近 さ ら の ぅ.F秘 し こ 一 は れ 済 す に し
°

ll

野 あ に え 来 」1_1善 め た う 望 か な 性
°
深 た し ::

尾 り道 知 た が 伊 る
°
の に つ け と  い 町 か ::

部
｀
路 ら 人 ど [熊 そ 地

｀
て れ と  敬 な し ‖

落 そ を れ た こ 行 野 こ に 四 阿 ば も  意 ら
｀

!:

民 れ “ ま ち に 指 官 は 教 季 蘇 な に  を び あ ::

の は の せ に あ サ の ま 育 の
｀

り公  表 に え li

こ L声 ん は る 笙 懐 た の 変 社 ま 共  し
｀
て ‖

の 論 は
° ｀

の ヽで 千 殿 化 母 せ 性  た 町 政 ::

‖

の 永 跡 同 の て ま 一 つ  れ 的 ん 払 地 で と 道 ::

大 速 は に 原 は し 致 の か ば に
°
わ 交 あ 思 路 ::

き に 遠 つ 点 な た 協 時 つ な も そ れ 渉 つ い に li

な 繁 い く に り
°
力 代 て り 完 の た に て ま か ‖

遺 栄 祖 奉 か ま そ し も 郷 ま 成 心 犠 は
｀
す け ::

産 す 先 仕 え せ の て 難 土 せ へ 情 牲
｀

こ
°
た ii

で る へ 的 り ん 歴 間 局 の ん の を は 精 れ そ 期 ‖
撃 で の 信

｀ °
史 題 に 先

°
道 思 計 神 ま れ 待 ::

|六 あ 報 念 少 こ に を 直 人  は う り 的 で は は ::

迷 ろ 恩
｀
異 こ 汚 解 面 た  開 と 矢||｀ 地 永 大 ‖

し う で そ を は 点 決 し ち  か き れ 物 j"t年 き !!

」 子 あ し 捨 請 を し
｀
は  れ

｀
ま 質 内 の か ::

ス 孫 り て て 願 フ′曳て 常
｀ な 道 れ 的 の 悲 つ

li
.・

・ へ ｀
足 大 書 し き に い  け 義 せ に 用 願 た 1

55年度の町

性質別歳出の状況

L」」△
=■LL」 こコ 51

2,002,381

千

その他
11意 3 150万円(6.3%)(

円
)

衛生費7

,026万 円
(4.5%)

消防費9

歳 出 の 状 況

●   ●

●   ●

1曰 費
852千 円(1.8%)

,094千円(2.6%)
繰出金
15,568千円(0.7%)

維持補
49,652千 円
(2.5%)

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ふ
る
っ
て
ご
　
作
五
点
　
各

一
万
円

投
資
的
経
費
は
前
年

に
比
べ
九
・
一
％
減

前
年
度
に
比
べ
る
と
、
土
木
費

一
八

・
二
絆
、
農
林
水
産
業
費

一
四

。　
一

ギ
、
消
防
費
四
・
五
ギ
、
衛
生
費
四
ギ

が
わ
ず
か
な
が
ら
増
加
し
て

い
ま

す

が
、
教
育
費

一
一
一
・
七
で
、
民
生
費

一

三
百
が
減
少
し
ま
し
た
。

次
に
決
算
を
性
質
別
に
分

類

す

る

と
、
投
資
的
経
費
と
義
務
的
経
費
に
大

別
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
状
況
は
Ｌ
の
図

表

「
性
質
別
歳
出
の
状
況
」
の
と
お
り

で
す
。

投
資
的
経
費
は
六
億
六
千
万
二
千
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
九

。
一
幹
減
少
し

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
投
資
的
経
費
が

減
少
し
た
の
は
、
中
部
中
学
校
改
築
、

役
場
新
庁
合
建
設
な
ど
に
備
え
て
の
事

業
縮
小

（
財
源
調
整
）
を
考
慮
し
た
た

め
で
す
。

人
件
費
は
全
体
の
二
六

。
ニ
ギ
を
占

め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
職
員
給
は

ｉ
億
ん
千
九
卜
万
三
千
円

（全
体
の
一

七

・
五
ギ
）
で
す
。

し

・
八
パ油
（
一
億
五
千
五
百
七
―
四

万
九
千
円
）
を
占
め
る
公
債
費
は
、
前

年
よ
り
一
拌
の
伸
び
。
自
主
財
源
に
乏

し
い
町
が
事
業
を
行
う
場
合
は
、
必
然

上入
一ス・収の

一
税

Ｆ

ｌ

一

一
田

一

的
に
地
方
債
に
た
よ
ら
ぎ
る
を
得
な
ｔ

状
況
で
す
。
今
後
さ
い
に
財
政
の
ひ

「

迪
か
続
け
ば
、
こ
の
公
債
費
は
ま
す
ま

す
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

町
民

一
人
当
り
の

費
用
約
２１
万
円
に

以
上
の
よ
う
な
状
況
か
い
、
町
民

一

人
当
た
り
に
使
わ
れ
た
費
用
を
計
鉾
す

る
と
二
―

一
万
四
千
三
百
四

円

に
な

り
、
み
な
さ
ん
が
納
あ
ら
れ
た
町
税

一

人
当
た
り
二
万
五
千
九
百
四
―
六
円
の

約
八

・
三
倍
に
な
り
ま
す
。

軽自動車税
426万 円

木材引取税
746万 円

(3.1%)

(1.7

人件費

525,580千 円
(26.2%) 624,150千 円

■

総務費
3億 7,404万円

(18.7%)

6%)

公債費
1億 7,3

(8

3億 6,399万円教育費
2億 5,422万円

(12.7%)

民生費
2毎

,1057万円
u3.0%)

農林水産業費
2億 8,148万円

(14.1%)

歳出総額
20億238万円

たばこ消費税

2,353万 円

(11.8%)

入
額

「
又税町

総
2億
4,255万 円

個 人
固定資産税

8,192万 円

(33.8%)

況
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阿
蘇
五
岳

の
最
高
峰

。

高
岳

（
一
五

九
一
一房
）
は
、

さ

す

が

に

兄
者
と
し
て

の
貰
録
―
分

で
、
悠
然
と

中
人
に
そ
び

え

て

い

ま

す
。
頂
上
か

ら
は
久
住
、

鍋
の
平
キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
見
た
高
岳

祖
母
の
連
山
は
も
ち
ろ
ん
、
雲
仙
、

市
房
の
山
も
望
見
さ
れ
ま
す
。
高
森

町
の
シ
ン
ボ
ル
の
よ
う
に
言
わ
れ
て

い
る
根
子
岳

（
一
四
三
三
研
）
も
、

か
つ
て
の
背
く
ら
べ
に
打
ち
負
か
さ

れ
て
、
意
気
消
沈
し
た
の
か
、
平
身

低
頭
の
て
い
た
ら
く
で
す
。

阿
蘇
開
発
の
祖
神
健
磐
竜
命
が
西

外
輪
の
一
角
を
け
破
り
、
湖
を
干
し

て
造
成
さ
れ
た
耕
地
は

阿
蘇
南
郷
六
カ
町
村
の

生
活
基
盤
と
し
て
、
脚

下
に
そ
の
広

が
り
を
見
せ

て
い
ま
す
。

阿
蘇
噴
火

の
歴
史
は
高

森
町
災
害
史

に

よ

っ
て

も
、
西
暦
七

百
九
十
六
年

以
前
の
こ
と

は
詳
か
で
は

な
く
、
高
岳

火
日
の
位
置

も
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
高
岳
に
も
小
砂
千
里

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
砂
千

里
を
囲
む
よ
う
に
、
東
に

天
狗
の
舞

台

が

あ
り
、

北
、
西
南
と
外
輪
が
連
な

り
、
高
森
か
ら
望
ま
れ
る
絶
壁
の
個

所
で
、
外
輪
が
欠
潰
し
て
い
ま
す
。

こ
の
断
崖
絶
壁
の
真
下
に
湧
水
の

噴
出
す
る
姿
を
目
に
見
耳
に
聴
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
以
前
は
砂
原
の
く

ば
み
に
さ
さ
や
か
な
水
場
が
あ
り
ま

し
た
が
、
今
は
か
れ
果
て
て
、
こ
こ

に
水

を
】求
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
近
く
に
は
月
見
小
屋
と
い
う
避

難
所
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ま
た
近
く

に
、
小
国
町
出
身
で
当
時
済
々
費
高

校
三
年
だ

っ
た
北
里
君
遭
難
慰
霊
碑

が
あ
り

「
け
恋
し
由
き
し

と
ね
に
呼

子

鳥
」
の
句

は
、　
一
人
哀
れ
を
そ
そ
り

ま
す
。
阿
蘇
山
を
受
し
、

阿
蘇
山
に
殉
難
し
た
人
の

数
は
三
卜
人
に
ｔ
す
る
と

の
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
遭
難
救
助
に
い

く
た
び

と
な
く

挺

身

し

た
、
ア
ル
ビ

ニ
ス
ト
北
■

正

三
氏

（
官
地

出
身
）

も
、
つ
い
に
こ
の
高
岳
に

散
■
し
ま
し
た
。
そ
の
慰

霊
の
ヶ
ル
ン
が
絶
頂
に
厳

か
に
築
か
れ
て
い
ま
す
。

一
帯
を

ｒｌｌｉ
る
深
山
霧

島

は
、亡
き
人
え
の
供
花
で
し
ょ
う
か
。

【
メ
モ
】
日
の
尾
峠
か
ら
の
登
頂

は

一
時
間
。
行
儀
松
か
ら
は
約
二
時

間
。
雪
降
り
や
霧
の
深
い
日
は
道
に

迷
い
や
す
い
の
で
ご
工
意
く
だ
さ

い
。　
　
　
　
　
　
　
内
田
　
秀
憲

高
森
町
商
工
会
主
催
の
地
域
振
興
懇

談
会
が

一
月
十
二
日
午
後

一
時
か
ら
畜

産
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
町
経

済
の
実
情
、
悩
み
に
つ
い
て
地
元
住
民

の
ナ
マ
の
声
を
聞
き
、
今
後
の
地
域
振

興
策
を
見
い
出
す
こ
と
を
ね
ら
い
に
計

画
さ
れ
ま
し
た
。

商
工
会
の
事
務
局
は
じ
め
、
町
内
の

各

経

済

団
体
、
学
識
経
験
者
、
商
店

主
、
消
費
者
代
表
、
町
、
町
議
会
関
係

者
な
ど
約
二
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
吉
良
商
工
会
長
、
山百

下
町
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
あ
と
、
甲
斐

町
議
長
を
座
長
に
選
び
．
畜
協
、
森
林

組
合
、
休
暇
村
、
産
交
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
所
か
ら
現
況
報
告
と
将
来
の

展
望
が
述
べ
ら
れ
、
こ
の
あ
と
出
席
者

か
ら
活
発
な
提
案
や
要
望
が
出
さ
れ
ま

税
金
は
社
会
福
祉
や
教
育
な
ど
、
私
た
ち
が
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
の

財
源
と
し
て
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
月
、
二
月
は
所
得
税
や
町
県
民
税
の
中
告
月
で
す
。
期
限
は
二
月
十
五

日
ま
で
。
こ
の
た
め
、
町
で
は
今
年
も
町
内
六
カ
所
に
臨
時
の
窓
＝
を
聞
設

し
て
納
税
相
談
に
応
じ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
中
告
吉
の

‐
１‥
き
方
や
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
な
ど
お
気
軽
に
お
た
す
ね
く
だ
さ
い
。

給
与
の
年
収
が

一
千
万
円

を
こ
え
る
人
や
、
給
与
以

外
の
所
得
が
二
十
万
円
を

こ
え
る
人

０
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
以
外

の
人
で
昭
和
五
十
六
年
中

の
所
得
が
配
偶
者
控
除
、

扶
養
控
除
、
基
礎
控
除
な

ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額

よ
り
多
い
人
な
ど
で
す
。

ま
た
贈
与
税
の
基
礎
控

除
は

六
卜
万
円

で
す

か

ら
、
昭
和
五
十
六
年
中
に

贈
与
を
受
け
た
財
産
が
六

十
万
円
を
こ
え
る
人
は
中

告
が
必
要
で
す
。

個
人
事
業
税
の

申
告

個
人
事
業
税
の
納
税
基

務
者
の
う
ち
所
得
税
の
確

定
中
告
を
し
た
人
は
中
街

十
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
以

外
の
人
は
町

（
県
）
民
税
申
告
占
の
必

要
事
項
を
記
人
し
て
、
一．
月
卜
圧
日
ま

で
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

申

告

が

必

要

な

人

は

０
昭
和
五
十
六
年
中
に
営
業
、
そ
の

他
の
事
業
、
配
当
、
不
動
産
、
退
職
金

な
ど
の
所
得
が
あ
る
人

〇
給
与
所
得
で
次
の
よ
う
な
人

０
給
与
の
ほ
か
に
地
代
、
家
賃
、
配
当

な
ど
の
給
与
以
外
の
所
得
が
あ
る
人
。

②
給
与
所
得
者
で
も
、
日
給
な
ど
で
働

い
て
勤
務
先
の
事
業
主
な
ど
か
ら
、
給

所
得
税
の
確
定
申
告
は

二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十

五
日
ま
で
、
ま
た
贈
与
税

の
中
告
は
二
月

一
日
か
ら

二
月
十
五
日
ま
で
で
い
ず

れ
も
臨
時
の
窓
日
で
受
け

付
け
ま
す
。
申
告
期
限
が

間
近
か
に
な
り
ま
す
と
、

税
務
署
の
窓
口
も
大
変
混

雑
し
ま
す
の
で
、
申
告
は

で
き
る
だ
け
町
内
に
開
設

す
る
臨
時
の
窓
目
を
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

Ｏ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、

●   ●

阿蘇五岳の最高峰

頂上に見る遭難慰霊碑

与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ

れ
て
い
な
い
人
。

０
昭
和
五
十
五
年
中
に
退

職
し
た
人
。

０
火
災
や
盗
難
な
ど
を
受

け
た
場
合
に
認
め
ら
れ
る

雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除

を
受
け
よ
う
と
す
る
人
。

中
告
書
は
会
場
に
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
の
で
係

員
に
お
申
出
く
だ
さ
い
。

中
告
を
し
な
い
と
不
利

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
期
日
ま
で
に
は
町

の
税
務
課

へ
中
告
し
て
く

だ
さ
い
。

持
参
す
る
も
の

中
告
書
、
印
鑑
、
五
十

六
年
中
（
一
月
～
十
二
月
）

の
収
入
、
支
出
が
明
ら
か

に
で
き
る
も
の

（給
与
明

細
書
、
収
支
計
算
書
、
現

金
出
納
帳
、
売
掛

帳

な

ど
）
や
各
種
控
除
に
必
要

な
書
類
（国
民
健
康
保
険
、

国
民
年
金
、
生
命
保
険
の

領
収
書
な
ど
）
や
そ
の
他

申
告
に
必
要
と
思
わ
れ
る

書
類
。

な
お
、
所
得
税
の
確
定

中
告
を
さ
れ
る
人
や
給
与

所
得
の
み
で
、
勤
務
先
か

ら
給
与
支
払
報
告
書
が
町

へ
提
出
さ
れ
て
い
る
人
は

通
常
、
中
告
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

納
税
相
談
日
程
表

（
９
時
２
１５
時
）

し
た
。

定
期
的
に
農
協
広
場
で
開
か
れ
て
い

る
青
空
市
場
は
が
、
た
ま
に
場
所
を
移

し
た
方
が
効
果
的
で
は
な
い
か
」

「高

千
穂
や
熊
本
市
近
郊
の
大
型
店

へ
買
物

客
が
流
れ
て
い
る
が
、
商
店
会
は
、
価

格
、
接
客
、
十
１
ビ
ス
な
ど
商
売
の
あ

り
方
を
、
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
」

「
中
心
地
に

，
車
場
が
な
い
の
で
、
完

全
な
通
過
商
店
街
と
な

っ
て
い
る
。
ド

ラ
イ
バ
ー
や
観
光
客
が
立
ち
寄
り
や
す

い
工
夫
を
す
べ
き
だ
」

「核
店
舗
と
な

る
大
型
店
を
つ
く
り
、
街
区
の
吸
引
力

ア
ッ
プ
を
図
る
必
要
が
あ
る
」

「
山
林

資
源
が
豊
富
な
の
で
、
小
径
木
を
利
用

し
た
木
―ｌｉ
製
品
を
売
り
出
し
て
は
ど
う

か
」
な
ど
、
熱
心
な
対
話
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

町発展に活発な意見
●   ●

町 商 工 会

地域振興懇談会ひらく

音同
　
　
・
一二四
．　
　
（一、二九
二μ川
）
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熊本、宮崎両県知事ヘ

の合同陳情など決める
〈高千穂町で特別委含同会議〉

国
鉄
赤
字
ロ
ー
カ
ル
線

の
廃
止
対
象
路
線
と
な

っ

て
い
る
国
鉄
高
森

。
高
千

穂
両
線
の
存
続
策
を
検
討

●

●

す
る
た
め
、
町
お
よ
び
町
議
会
特
別
委
員
会
は

一
月

―
八
日
高
千
穂
町
役
場
を
訪
力
、
高
千
穂
町
議
会
の

特
別
委
員
会
と
今
年
初
の
合
同
会

議
を
開
き
ま
し

両
町
は
国
鉄
高

千
穂
線
延
長
工
事

が
中
断
さ
れ
た
ま

ま
と
な
っ
て
お

り
、
同
工
事
を
再
開
さ
せ
る
に
は
、
ま

ず
第

一
次
廃
止
予
定
線
と
な

っ
て
い
る

高
森
線
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
が
緊
急
な

問
題
で
あ
る
た
め
、
特
別
委
員
会
で
意

思
の
疎
通
を
図
ろ
う
と
い
う
の
が
ね
ら

同
日
は
両
町
の
議
長
と
特
別
委
員
、

町
長

（本
町
は
助
役
）
、
関
係
課
長
ら

二
十
人
が
出
席
。
ま
ず
高
千
穂
町
の
押

方
議
長
、
坂
本
町
長
が

「赤
字
ロ
ー
カ

ル
線
の
廃
止
基
準
で
あ
る
政
令
が
で
き

て
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、
連

絡
を
取

っ
て
存
統
へ
向
け
て
努
力
を
続

け
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
本
町
側
か
ら

も
甲
斐
議
長
、
瀬
井
助
役
が

「国
鉄
再

建
法
に
基
づ
く
地
方
協
議
会
に
は
、
県

沿
線
町
村
と
も
応
じ
て
い
な
い
が
、
協

議
会
が
開
催
さ
れ
る
と
二
年
後
に
は
廃

上
に
な
る
こ
と
は
必
至
。
情
報
交
換
、

対
策
を
話
し
合
い
、
両
町
が

一
体
と
な

っ
て
取
り
組
み
た
い
」
と
決
意
を
述
べ

ま
し
た
。

こ
の
後
質
疑
に
移
り
、
本
町
委
員
か

ら
は
高
千
穂
線
沿
線
町
村
が
行

っ
て
い

る
国
鉄
利
用
の
団
体
に
対
す
る
運
賃
助

成
の
説
明
、
高
千
穂
側
か
ら
は
高
森
線

対
策
の
現
状
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
と
も
か

く
、
両
町
と
も
利
用
客
の
増
大
を
図
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
既
に
法
律
が
成

立
、
政
令
が
公
布
さ
れ
て
、
タ
イ
ム
ス

ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
乗

っ
て
動
き
始
め
て
い

る
限
り
、
宮
崎

。
熊
本
両
県
知
事
に
頼

る
し
か
な
く
、
両
町
議
会
特
別
委
員
が

二
月
中
に
、
合
同
陳
情
に
あ
た
る
こ
と

を
決
め
ま
し
た
。

高森・高千穂両線の存続策を話し合う特別委員会合同会議

瀬
井
君
が
見
事
入
選

全
日
本
年
賀
状
版
画
コ
ン
ク
ー
ル

郵
政
省
が
募
集
し
た

「第
二
十

一
回

全
日
本
年
賀
状
版
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
に

尾
下
小
学
校

（上
野
重
明
校
長
）
の
、

全
児
童
九
人
が
応
募
し
た
と
こ
ろ
、
六

年
生
の
瀬
井
光
夫
君
の
作
品

（
写
真
）

が
、
小
学
校
高
学
年
の
部
で
み
ご
と
入

選
し
ま
し
た
。

同

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
全
国
か
ら
七
万

四
千
九
百
五

十

一
点

（う

ち
九
州
管
内

八
千
三
百
三

十

一
点
）
の

応
募
の
な
か

か
ら
、
六
百
五
十
点

（
同
五
十
九
占
い）

が
入
賞
し
ま
し
た
。

瀬
井
君
の
作
品
は
、
郷
土
色
豊
か
な

「
ト
ウ
キ
ビ
の
掛
け
十
し
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
も
の
で
、
荒
い
タ
ッ
チ
と
、
生

き
生
き
し
た
色
彩
で
仕
Ｌ
げ
た
も
の
。

子
供
ら
し
く
、
よ
く
高
森
の
風
物
が
表

現
さ
れ
て
い
ま
す
。

指
導
に
あ
た
ら
れ
た
松
嶋
幸
雄
先
生

は

「
い
ま
ま
で
の
教
育
成
果
が
表
れ
た

よ
う
で
う
れ
し
い
。　
へ
き
地
の
子
供
で

も
、
き

っ
か
け
が
あ
れ
ば
必
ず
芽
を
出

す
す
ば
ら
し
い
素
質
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
芽
を
い
か
に
出
さ
せ
る
か
が
、　
へ
き

地
教
育
の
一
つ
の
課
題
で
も
あ
る
よ
う

で
す
」
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

成
人
を
迎
え
た
皆
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ぃ
は
、

自
ら
の
意
志
と
力
で
生
き
て
行
く
立

派
な
社
会
人
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
ニ
ト
歳
か

ら
加
入
す
る
国
民
年
金
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
最
近
の
わ
が
国
で
は
、

誰
も
が
国
が
お
こ
な
う
い
ず
れ
か
の

年
金
制
度
に
必
ず
加
入
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
会
社
や
工
場
に
勤

め
る
人
は
厚
生
年
金
に
、
官
公
庁
に

勤
め
る
人
は
共
済
組
合
に
、
船
乗
り

の
人
は
船
員
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
年
金
制
度
に
入

ら
な
い
二
十
歳
か
ら
、
五
十
九
歳
ま

で
の
人
は
す
べ
て
国
民
年
金
に
、
加

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
手
続
き

な
ど
に
つ
い
て
は
町
民
課
国
民
年
金

係
が
や
さ
し
く
説
明
い
た
し
ま
す
。

２０
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
よ
う

‐
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新
春
を
飾
る
本
町
の
消
防
出
初
め
式

を

一
月
十
日
高
森
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
行
い
、
防
火
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま

し
た
。
式
に
は
宇
藤
団
長
以
下
十

一
分

団
二
十
二
部
、
四
百
五
十
二
人
と
高
森

中

学

校

少
年
消
防
隊
三
十
六
人
が
参

加
、
車
輛
十
二
台
、
可
搬
動
カ
ポ
ン
プ

十

一
台
も
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
し
た
。

こ
と
し
は
例
年
と
う

っ
て
変

っ
て
、

の
ど
か
な
春

を
思

わ
せ
る
よ
う
，な
暖

さ
。
瀬
井
助
役
（町
長
代
理
）

式

辞

の
あ
と
、
宇

藤
団
長

が

「機
動
力
も
年
々
充
実
さ

れ
た
が
、
こ
れ
を
動
か
す
の

は
団
員
諸
君
で
あ
る
。
整
備

点
検
、
規
律
訓
練
に
一
層
精

励
し
て
住
民
の
期
待
と
信
頼

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
念
願
す

る
」
と
訓
示
、
来
賓
の
岡
本

県
事
務
所
長

（
県
消
防
協
会

長
代
理
）
、
今
村
県
議
ら
が

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
訓
練
礼
式
に
よ

る
通
常
点
検
、
ポ
ン
プ
（車
）

操
法
な
ど
が
あ
り
、
永
年
勤

続
者
、
消
防
功
労
者
な
ど
四

十
三
人
に
表
彰
状
を
贈
り
ま

し
た
。

な
お
、
同
日
は
休
暇
帰
省

中
だ
っ
た
陸
上
自
衛
隊
練
馬
駐
と
ん
地

勤
務
の
、
工
藤

幸
信

さ
ん

（色
見
出

身
）
の
ラ
ン
パ
吹
奏
で
団
員
の
士
気
は

一
層
盛
り
上
り
ま
し
た
。
表
彰
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

【
通
常
点
検
】
０
第
七
分
団

一
。
二
部

（上
色
見
）
②
第
三
分
団

（中

・
矢
津

田
）
０
第
五
分
団

（市
街
地
）

【
ポ
ン
プ
操
法
競
技
】
▽
小
型
ポ
ン
プ

の
部
＝
０
第
五
分
団

一
部

（市
街
地
）

②
第
八
分
団
二
部

（大

字
津
留
）
０
第
六
分
団

一
部

（冬
野

・
森
）
▽

自
動
車
ポ
ン
プ
＝
０
機

動
分
団
②
第
八
分
団

一

部

（大
字
津
留
）

【
県
消
防
協
会
長
表
彰
】

〉
功
績
章

（
二
十
年
）
大
内
田
奉
文
、
黒
木
豊
、

児
玉
邦
昭
▽
勤
績
章

（十
五
年
）
工
藤

房
雄
ほ
か
十
五
人
▽
消
防
主
任
表
彰

（
五
年
）
宮
地
悦
也

【
一
般
表
彰
】
〉
退
職
団
員
感
謝
状
＝

鶴
林
寿
典

（元
副
団
長
）
▽
消
防
施
設

用
地
提
供
者
＝
甲
斐
達
志
、
甲
斐
ミ
キ

エ
、
児
玉
光
則
、
小
椋
リ
ツ
エ
ヽ
芹
口

正
八
、
佐
藤
サ
エ
子
、
古
庄
専
、
工
藤

チ
エ
子
、
本
田
善
春
、
杉
田
則
秋
、
槍

木
野
徳
繁
、
勝
木
千
年
、
栗
焼
章
聖
、

瀬
井
澄
任
、
瀬
井
盛
雄
、
瀬
井
六
男
、

中
村
部
落
、
前
原
区
、
野
尻
耕
蔵
、
▽

消
【火
一協
‐力
者
＝
西
森
健
造
、
佐
藤
秀

次
、
瀬
井
敬

一
郎

バ
ス
運
転
無
事
故

八
百
万
キ
ビ
を
達
成

産
交
高
森
営
業
所
」

九
州
産
交
高
森
営
業
所

（神
永
俊
雄

所
長
、
三
十

一
人
）
が
、
こ
の
ほ
ど
バ

ス
運
転
無
事
故
八
百
万
♂
を
達
成
、
記

念
に
高
森
警
察
署
を
訪
れ
、
管
内
の
交

通
安
全
運
動
に
役
立
て
て
は
し
い
と
金

一
封
を
贈
り
ま
し
た
。

八
百
万
♂
に
要
し
た
期
間
は
、
四
十

七
年
十

一
月
十
五
日
か
ら
五
十
七
年
十

月
七
日
ま
で
約
九
年

一
か
月
。
貸
切
り

バ
ス
を
含
む
同
営
業
所
の
一
日
平
均
運

行
距
離
は
二
千
七
百
♂
で
、
同
社
の
パ

ス
営
業
所
と
し
て
は
多
い
方
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
八
百
万
♂
達
成
は
人
吉
、

水
俣
を
入
れ
た
三
営
業
所
だ
け
と
い
う

快
挙
。
特
に
同
営
業
所
の
場
合
は
延
ベ

三
千
二
百
五
十

一
日
の
長
期
に
わ
た
る

無
事
故
で
、
全
国
的
に
も
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

金

一
封
が
贈
ら
れ
た
高
森
警
察
署
で

は
奥
村
署
長
が
代
表
し
て
、

「意
に
添

う
よ
う
有
意
義
に
使
わ
せ
て
も
ら
い
ま

す
。
今
後
も
模
範
事
業
所
と
し
て
、
安

全
運
転
に
努
め
て
く
だ
さ
い
」
と
お
礼

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
例

年
に
な
ら
い
、
昨
年
十
月
か
ら
年
末
ま

で
共
同
募
金
と
歳
末
助
け
合
い
運
動
を

展
開
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
皆
さ
ん
か
ら

多
大
の
ご
援
助
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

、
共
同
募
金
は
百
十
万
七
千
九
百
三
十

八
円
と
目
標
額
を
三
二
・
六
で
一を
上
回

る
］実

績
一を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ
の

共
同
募
金
の
還
元
金
と
皆
さ
ん
の
善
意

で
集
ま
っ
た
寄
付
金
を
合
わ
せ
、
町
内

の
恵
ま
れ
な
い
人
々
や
長
期
療
養
者
、

施
設
入
所
者
な
ど
に
毛
布
や
見
舞
金
を

贈
り
ま
し
た
。
共
同
募
金
と
歳
末
助
け

合
い
実
績
は
上
記
の
と
お
り
で
す
。

防
災
の
決
意
新
た
に

晰
椿
恒
劇

町
の
消
防
出
ぞ
め
式

瀬
井
助
役
か
ら
点
検
を
受
け
る
町
消
防
団

田
回
目

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た

●

●

・840,400円

・135,500円

…29,000円

…10,017円

。̈14,923円

.・ …・598円

1107,938円

・567,000円

・144,000円

○共同募金実績内訳

戸別募金 (2,132世 帯)¨

個人大口寄付 (108人 )…

法人大口寄付 (32件 )・
¨

学校 (1件)……………・

街頭募金……………………

あきかん募金………………

計

○歳末助け合い実績内訳

長期入院見舞 (189人 )¨

ねたきり老人見舞(48人 )

重度心身障害者見舞 (49人 )
・……147,000円

低所得世帯見舞 (132人 )

計     L254,000円
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